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1 ．は じ め に

　 E−leaming における色やデザイン の 効果に つ い

て の 研究は、現在 まで 多く行われ ては い な い
。 高

橋 ・山西 ・佐 々 木 は配 色 に 注 目 し 、
コ ン テ ン ツ 開

発 にお ける配色か らみた Web ア ク セ シ ビ リテ ィ の

世代 間比 較研 究を行 っ た 。 結果は 、 ア クセ シ ビ リ

テ ィ の高い ホーム ペ ージを作るには輝度 コ ン トラ

ス トが 5 ： 1 以 上にな る背景色 と文字色を使 うこ

とや、文 字の 大 きさを 12pt 以 上 にす る必 要 が

ある と い う こ とを示 した
1 ）

。 また 、
2005 年度に佐

藤 と山崎が背景色の 教育効果に注 目 し、赤 ・青 ・

黄 ・白の原色背景が e
−learning

英語試験結果に及ぼす効果の研 究を行 っ た
2）。　 こ

の 結果をふ まえ 、 本研 究で は e
−learning教材の 中

間色 背景 とそ の 教育効果の 関係 つ い て 同様の 実験

方法で研究を行な っ た。

2 ．実験方法

　 e−learning の 画 面背景 色を 4 種類に そ れ ぞれ分

け、各色 の 点数 に差 異 が 生 じるか実験 し 、 色彩 と

学習 の 関係 につ い て 調 べ た 。実験 は 工 学系大学の

1 ・2 年生 を対象に TOEIC 試験 対策の e
−learning

テ ス トを用い て 行 っ た。被験者は、過去に英語の

授業で 2 度 の TOEIC の 模擬テ ス トを受け て い る も

の で 、 2 回の リーデ ィ ン グ部分 の 点数合計をもと

に 4 つ の グル
ープ に振 り分 けた。そ の 4 グル

ー
プ

に 差異が な い か 、
一

元 分散分析 を行 っ て 検証 し た

一
一．

（表 1 ）。こ の結果、帰無仮説は棄却 されず 4 グル
ー

プ の ス コ ア に差異がない こ とが認 め られた。 4 つ の

グ ル ープ に は そ れぞれ 、うすい ピ ン ク 、うす い 青 、

うす い 黄色 、 うすい 緑を画面背景色に した同 じ問題

を解 かせ た。なお 、テ ス トは問題数 40問 、 4択形式 、

制限時間は 30 分で行 っ た。1 問は 100点で 4000点

満点で あ る。

3 ．実験画面背景色 に っ い て

　今 回 実 験 で 用 い た 背景 色 は うす い ピ ン ク

（＃FFCOCO）、 うす い 黄色 （＃FFFFCO）、 うす い 青

（＃COCOFF ）、 うす い 緑 （＃COFFCO ）の 4 色 で ある 。 な

お 、文字色は黒で統
一

した。今回 この 4 つ の背景色

を使用 した理 由は 、 見易さを重 視し輝度コ ン トラス

トを背景色 と文字色で 5 ： 1 に した もの で ある
ユ】

a

4 ．実験結果

　被験者の総数は 139人で 、 背景色毎 の テ ス ト点数

平均結果は表 2 にま とめた。また、
一

元配置で 各背

景色 グル
ープ の 点数に差異があるか を算出 した （表

3 ）。 結果は帰無仮説 を棄却せ ず、4 っ の グル ープ の

ス コ ア に 対する中間色 の 効果 に違 い が あ るとは言え

な い 結果とな っ た。

背景色グル
ープ 標本数 平均

うす い ピ ン ク

うすい 青

うす い 黄色

うす い 緑

70

ρ
0

　

6

3333 1248．649

　 1290

1211．111

1233．333

表 2 　各グル ープ被験者数とス コ ア結果の 平均
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　ア ン ケー
トの 結果か ら集中度 に関する質問で 、

「非常に集中で きた 」 「集中で きた 」 と回答 し た も

の が
一

番多か っ た の は うす い 青で 56，8％ 、 次 に う

す い 黄色で 42．5％ 、続 い て うす い ピ ン クが 37．9％ 、

うすい 緑が 31．1％ となっ た。また、各色に対する

好みに つ い て の 5 段 階ス ケール ア ン ケ
ー

ト結果 と

テ ス トス コ ア には強 い 相関関係は見 られ なか っ た。

　また、各色と昨年 の 白背景色 の データを t 一検定

で 検証 した結果、や は り有意な差は見受け られ な

か っ た 。

5 ．考察

　実験結果の 統計分析では 、中間背景色 に よるテ

ス ト結果 へ の影響に違 い は ほ とん ど見 られなか っ

たが 、 佐藤と山崎が原色で行 っ た結果 （赤 20．83％ 、

青 32．1％、黄色 34，8％） と比 較する と、今回行 っ た

中間背景色 の ほ うが集中で きるとい う結果を得た 。

6 ．終わ りに

　高齢者の Web 利用増加に伴い 、見やす さを重視

した 中間色背 景を使用 する こ とは重要だ と思われ

る。また、短時間で 集 中し た い場合は うすい 青 、

長時間学習す る際は うすい ピ ン ク とい うよ うに 、

誰に で も見やす く、か っ 状況や学習者の 気分 に応

じ て 手 軽 に 色 を 変 化 させ る こ と が 出 来 る

e −1earningが有効 とな る と思われ る。

　原色 、 中間色 ともに 1 回 の テ ス トで は効果 の 違

い が明確で はなか っ た の で 、背景色 を変えた教材を

使用 し た長期的な学習で の 実験が必要だ と考 える 。

　最後 に実験に協力 して下 さっ た
、 も の っ く り大学

の 学生 の 皆さん、英語 講師の 先生方、教材を提供し

て下 さっ た チエ ル （株）の 方 々 に心か ら感謝 した い 。
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図 1 試験 画面 サ ン プル （背景色 ： うす い ピ ン ク）

変 動要因 変動 自由度 分散 P一値 F 境界 値

グル ープ間

グル
ープ内

合計

27．2853029

49663 、0423

49690．3276

3170173 9．09510097

292．1355428

0．9925887 2．657762

表 1　 グル
ープ間 におけ る TOElC試験ス コ ア の

一
元分散分析結果

変動要因 爽動 自 由度 分散 P一値 F 境界 値

グル ープ間

グループ内

合計

107314．17

12314988

12422302．2

3135138 35771．3901

91222．13324

0．7588548 2．5716764

表 3　 E− learning英語試験 ス コ ア に お ける
一

元分散分析結果
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